
プレスリリース：大阪都構想に関する 40 日間のホットワードが判明、ツイートの声を可視化	 

2015 年 5 月 15 日	 

	 

株式会社 KSK アナリティクス（所在地：大阪市中央区、代表：森本好映、以下、KSK アナリティクス）

は、来たる 2015 年 5 月 17 日（日）の大阪都構想の投票について、40 日間の Twitter のツイートを収集

し、無料の分析ツールを活用した分析結果を発表いたします。	 

	 

◆イベント前後で「都構想」に関するツイート数に変化	 

	 2015 年 4 月 1 日～5 月 10 日の期間の「都構想」を含むツイートを図１に示します。ツイート数の増減

を棒グラフで示し、賛成ツイート、反対ツイートを折れ線グラフで表しています。賛成・反対ツイート

は「賛成」または「反対」という単語が含んでいるか否かで、一つのツイートに賛成・反対の両方の単

語が含まれている場合は、いずれにも含めていません。	 

	 

	 

	 

図 1：ツイート数の推移	 

	 

	 

	 図 1 からは 4 月に 2 回開催された選挙前後で相対的にツイート数が増えていることがわかります。選

挙という公のイベント以外にも、増減の差が大きい時期があり、何らかのイベントが潜んでいることが

予想されます。本分析では以下の 3 つの期間において、どのようなツイートがされているのか、そのツ

イートの声を分析しました。	 

①	 4 月 5 日～7 日	 

②	 4 月 18 日～20 日	 

③	 5 月 8 日～10 日	 



	 尚、本分析での賛成ツイート、反対ツイートの判別基準は、賛成または反対という単語がツイート内

に含まれているか否かで振り分けており、そのツイートが都構想についての賛成意見なのか、反対意見

なのか、意味を解析して判別しているものではありません。そのため、賛成・反対のツイート数の公開

は都構想に対する賛成数・反対数の推移であると誤解を招くおそれがあると考え、数の公開を控えさせ

て頂いています。	 

	 

①	 4 月 5 日～7 日のツイートの声	 

	 この期間に相対的に多く出現した単語の上位 10 個を示したものが表 2-1 です。結果として、この期間

は大きく２つのイベントが同時に発生したためツイート数が大きく増えています。	 

	 

表 2-1	 	 4 月 5 日～7 日のホットワード	 

	 

	 一つ目は 4 月 6 日に朝日新聞社が発表した都構想の賛成・反対に関する世論調査についてです。「上回

る」「賛成」「支持」「賛否」など世論調査の結果に関するツイートが多くありました。	 

	 二つ目は国会を病欠した直後に旅行をしたなどの問題で維新の党から除名処分を受けた上西議員につ

いてです。	 

	 

図 2-2 は、ランキングの 5 番目にある「影響」という単語に関連のあるツイートの言葉を可視化したも

のです。	 

	 



	 

図 2-2	 「影響」と結びつきの強い単語	 

	 

	 これらの単語は、「影響」という単語を軸に、同じツイート内で同時に使われている結びつきの強い単

語です。図からは朝日新聞社が行った世論調査の結果、また上西議員の問題が、維新の党や都構想に対

してどのような影響をもたらすのか、といった内容を読み取ることができます。	 

	 

②	 4 月 18 日～20 日のツイートの声	 

	 次に 4 月中旬の内容を見てみましょう。都構想には直接的な関連性の低いと思われる単語が出現してい

ます。	 

	 

表 3-1	 	 4 月 18 日～20 日のホットワード	 



	 

	 表 3-1 の上位の単語は 4 月 18 日に発売された記事が影響しています。橋下ガールズとも言われた元・

村上議員が「私が『橋下維新』を離れた理由」と題した手記を発表しました。離党届にはマタニティ・

ハラスメント（マタハラ）に関する内容が記載されていたことから、「独占」「告白」「申し入れ」「離党」

「暴露」「嘘」などの単語の傾向が出ています。また「ガクガク」という言葉に不思議に思われた方もお

られるはず。橋下市長が都構想の説明会を開催した内容が、毎日新聞社で「説明会カンカンガクガク」

と記事のタイトルになっていたためで、カンカンガクガク（侃侃諤諤）の言葉の使い方が間違っている

のではないか？といった内容で、これらがケンケンガクガク（喧喧諤諤）など指摘するツイートがあっ

たためです。	 

	 

ここからは「盛況」という言葉に着目して図を作成いたしました。	 

	 

	 

図 3-2	 「盛況」と結びつきの強い単語	 

	 

橋下市長が行っている大阪都構想の説明会が盛況である、という内容で大阪市民の関心が高いことを読

み取ることが出来ます。	 

	 

③	 5 月 8 日～10 日のツイートの声	 

	 本分析における直近 2 日間の分析です。	 



	 	 	 

表 4-1	 	 5 月 8 日～10 日のホットワード	 

	 

	 「総統」や「閣下」のキーワードは、映画「ヒトラー最期の 12 日間」でヒトラーを橋下市長に模した

パロディ動画がツイート上で拡散されたため出現しています。また、この頃は大阪市内の有権者に対し

電話がかけられ、留守番電話にも録音されていた、などのツイートが目立ちました。また 5 月 8 日に報

道された、都構想が実現すれば大阪五輪もできる、といった橋下市長の発言に対するツイートも見られ

ました。	 

	 

ここでは「五輪」に関しての図を作成しました。	 

	 

	 

図 4-2	 「五輪」と結びつきの強い単語	 

	 



	 

◆ツイートからわかるホットワード	 

	 4 月 1 日～5 月 10 日の期間中、賛成・反対のツイートのそれぞれで特徴的なホットワード、上位 100

個を抽出しました。	 

	 

表 5-1	 「賛成」のホットワード	 

	 

	 

表 5-2	 「反対」のホットワード	 

	 

	 中には都構想と直接関係していないと思われる単語がありますが、これまでに行った結びつきの強い

単語を可視化するなど、単語のつながりを細かく見てくことでその解釈も可能です。	 

	 	 

	 本分析では、都構想の賛成・反対の判断材料となると思われる「住民サービス」や「財源」「代替案」

など政策的な論点となるキーワードについての分析も試みましたが、残念ながらツイートで取得できる

データの絶対数が少なく、その視点における分析は困難でした。	 

	 最後に、大阪の未来を決める住民投票まで残された日数はあと僅かです。有権者の皆さまには、一定

期間のホットワードに惑わされることなく、賛成の立場である大阪維新の会、反対の立場である自民党

等の各 Web ページ、動画等を参照して頂くなど、未来のあるべき大阪の未来について正しい情報で判断

して頂くことを願います。	 



	 

◆本分析の問い合わせ先	 

	 オープンソースの分析ツールに特化して分析を行う KSK アナリティクスは、本分析で用いた手法をブ

ログで公開しています。難しいと思われがちなテキストデータからの知識発見（テキストマイニング）

もそれほど難しくなく分析することができるのです。無料の分析ツールを使った分析や、機械学習・デ

ータマイニングなど分析の相談は KSK アナリティクスまでご連絡ください。	 

	 

株式会社 KSK アナリティクス	 

Web:	 http://www.ksk-anl.com	 

TEL：	 06-4705-7607	 担当：北島・足立	 

	 

◆分析概要	 

・分析対象：	 Twitter から「都構想」を含むツイート	 

	 	 	 	 	 	 	 （Twitter	 API から取得した 1/10 サンプル）	 

・分析期間：	 2015 年 4 月 1 日～5 月 10 日（40 日間）	 

・分析手法：	 NYSOL（Fumi、MCMD、Take、View）、R、MeCab	 

	 	 	 	 	 	 	 ※	 分析ノウハウをブログで公開中	 

	 	 	 	 	 	 【連載】ソーシャルメディア分析	 http://www.nysol.biz/	 の Blog ページで執筆中	 
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※	 図は	 http://www.nysol.biz/	 の Blog ページで公開中	 

	 

■KSK アナリティクスについて	 

KSK アナリティクスは、お客様の「データ」を価値ある「情報」にするためのソフトウェアやサービスを

提供する企業です。Pentaho（ビジネスインテリジェンス）、Infobright（高速 DB）、Jedox（予算管理）、

NYSOL（大規模データ解析）、RapidMiner（データマイニング）、Revolution	 Analytics（統計解析）など

オープンソースを中心としたデータ分析ソフトウェアの日本語化や販売、技術サポートを提供していま

す。また、これらのオープンソース製品を組み合わせた ROI の高いアジャイル型データ分析コンサルテ

ィング、ビッグデータやビジネスアナリティクスのためのシステム開発、分析スキル向上のため教育研

修等により、お客様の多様なデータ活用の取り組みを支援しています。http://www.ksk-anl.com	 


